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Goromi-Web 上の情報を「流し見」する方法 
Goromi – To browse information on the Web 

大坪五郎* 

Summary.  Goromi is an interface for information on the Web. Most search engines display search results as a list of texts. A user 
selects the web page from the list, and views it through a browser. Goromi presents information on the Web more intuitively. It 
analyzes the search results returned from the search engine, and extracts keywords that are related to query keyword. Furthermore, 
images and blocks of text from the web pages are broken down and displayed graphically. By viewing these keywords and images, a 
user can literally “browse” information related to the query keyword. An interesting aspect of this program is that the user often 
finds unexpected information, and can search in a new direction not originally intended. Therefore, this program works as a 
discovery tool of information on the Web. 

 

1   はじめに 

本報告では Web 上の情報をブラウズする-「Web
ページを読む」ではなく-試みとして作成したソフト

ウェア，Goromi について報告する． 

2    Computer anywhere anytime が意味する

もの 

ユビキタスコンピューティングという言葉がその

意味するところが不明確になるほど使われるように

なって久しい．しかしながら「それで何をするのか」

という問いに関しては明確な答えがでないままであ

る． 
従来，情報機器は何かの「タスク」を実行するた

めの機器として開発されてきた．そして「タスク」

は明確な目的の元に実行されるものと想定されてい

た． 
しかしながらコンピュータが一日２４時間普遍的

に存在している，ということは２４時間全ての状況

においての人間を相手にする，ということである．

そして現実の生活を考えるとこうした「タスクを実

行している」あるいは「明確な要求を有している」

時間の割合は全てではない．睡眠時間を除いたとし

ても情報機器とは無縁のタスクを実行している

（例：通勤のため歩いている）時間は多くの割合に

上るし，またタスクを全く実行していない時間（例：

部屋でリラックスしている）もかなりの割合で存在

する．こうした状況で情報機器はどのような役割を

果たすことができるだろうか． 

この問題を考えるため現状「ユーザが明確な要求

を有していない」場面で使用されている二つの「情

報機器」に着目した． 
一つ目は「つけっぱなしになっているＴＶ」であ

る．もちろん明確な目的を持ってＴＶを視聴する事

もあるだろうが，漠然とつけっぱなしにする，ある

いは少しだけ画面をみてチャンネルを切り替え続け

るといった行為が見られる． 
二つ目は携帯型の音楽機器である．特定の曲を聴

きたいといった明確な目的が存在する場合もあるが，

特に他のタスクを実行している際のバックグラウン

ドミュージックとして聞いている場合にはそうした

目的意識は薄い． 
上記二つのケースではいずれもユーザは「何か面

白いもの」に対する漠然とした要求のみを有し，能

動的にではなく，受動的に情報を流していると考え

られる．こうした使われ方は以下に示すユビキタス

コンピューティングのアプリケーションの分類[1]
のうち 2)の分野に該当すると考えられる． 

1) 物探しと記憶の支援 
2) ディジタル世界の情報の表示装置 
3) カジュアルなコミュニケーション 
近年このように情報を受動的に眺める分野でいく

つ か の 研 究 が な さ れ て い る ． 渡 邊 に よ る

Memorium[2]はその代表的なものであり，「持続し，

眺めるインタフェース」が提唱されいる．Memorium
においては，ユーザーが書き溜めたメモは画面中に

浮遊し，ユーザはそれを特定のタスクを持つことな

く眺める．またメモ同士が衝突した際には Web 情報

の検索が行われ新しいメモが生成される．ユーザは

それを受動的に眺める．しかしながら前述の「何か

面白いもの」という漠然とした要求を考えた場合に

は改善の余地があると考えられる． 
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3   Goromi の試作 

3.1  必要要件 
前項に述べた状況で使用することを想定した情報

インタフェース Goromi を試作した．閲覧する対象

としてはその量と分野が多岐に渡っていることから

Web 上の情報とした． 
通常 Web 上の情報を閲覧する際には，知りたい情

報に関連したキーワードを検索エンジンに入力し，

返されたページの URL をブラウザで開き内容を確

認する，といったことを繰り返す． 
しかしながらこうした操作は２項で述べた状況に

適合しているとは言えない．漠然とした要求しか持

たないユーザは検索語を思いつかないし，かつリラ

ックスしている状況においてはそうした多数回の操

作はわずらわしく面倒だからである． 
このため，試作するシステムでは以下の要件を考

慮した． 
 
1) 最小限のインタラクションでWeb上の情報を

ぼんやり眺められること． 
2) ユーザーが関与しなくても情報は流れ続ける

が，その方向性に関してユーザーが関与可能

なこと． 
3) 「思いがけない情報の発見」をサポートする

こと． 
 
各項目について補足する．1)項に関しては「情報

を眺める」ために，読解に集中力を要する文章では

なく，直感的に把握可能な画像ならびに関連キーワ

ードを示すことした．2)はＴＶに置き換えればチャ

ンネルを回すことに相当する．こうした操作が可能

なためユーザーは「受動的」にではなく「半受動的」

に情報を閲覧することができる．3)に関しては，Web
上の幅広い情報を対象にすることのメリットとして，

対象としているキーワードが多彩な使われ方をして

いることに関する気付きがあり，そうした発見がシ

ステムを使うことの楽しさにつながると想定した． 

3.2  システム概要 
前述した必要要件を考慮し，Goromi を開発した．

スクリーンショットを図１に示す． 
Goromi の動作概要を以下に述べる．ユーザーが初

期の検索ワードを入力すると Goromi は検索要求を

Google API を通じて送信する．検索エンジンから返

された結果の題名及び要約の中から関連するキーワ

ードを抽出し画面上に表示する．キーワード抽出過

程において同一クラスターに属すると判定された

（アルゴリズムについては後述）単語同士は近傍に

配置される．  
 

図 1. Goromi のスクリーンショット 

画面左方には検索結果に含まれる URL のページ

タイトルならびにそのページに存在する画像が表示

される．このようにタイトルと画像をあわせ見るこ

とにより，ユーザーはそのページがどのような意味

合いを持つのかを大雑把に把握することができる．

併せて表示されているページに含まれるキーワード

の描画色を濃くし，現在表示されているページ情報

にどのようなキーワードが関連付けられているかを

示している．また画像は自動的に下から上に移動し

続ける．このためユーザーは操作無しに流れる情報

を眺め続けられるとともに，キーワードとそれらの

表示領域が重なっている場合でも視認するのに困難

を感じない． 
また抽出されたキーワードを選択することにより，

元あったキーワードとの間で and 検索を行い表示対

象を変化させることができる． 
更に選択すべき対象が思いつかない場合のために，

システム側がランダムに一つ，もしくは複数のキー

ワードを選び検索を拡張することもできる．このう

ち後者の機能は，人間が考え付かないようなキーワ

ードの組み合わせを作り出し，その結果を閲覧する

ことにより「思いがけない情報の発見」をもたらす

場合がある． 
このように Goromi では Web 上に存在する情報を

キーワード及び画像によって表現している．またそ

の間の関連をかなりルーズな形で表している．これ

はシステムが全てを提示するのではなく，表示され

ている要素間の関係をユーザーが想像で補うことに

より興味を引くことを狙ったものである． 
次にこれらの機能を実現するために開発したキー

ワード抽出手法について記述する． 
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3.3  キーワード抽出手法 
Goromi では Google から返された検索結果中の

Title 及び要約(Snippet)を用いてキーワードを抽出し

ている．複数文章中からのキーワード抽出に関して

は多くの研究がなされている．それらを評価する際

には「重要なキーワードとは何か」という観点が必

要である． 
ここではユーザがキーワードを選択する理由を以

下の二つと想定した． 

 

1) 検索対象を特定の分野に限るため． 

2) 単語が当初意図していたのとは異なる分野で

も使用されていることを知り，当初の意図と

は異なった方面を探索するため． 

 

上記２項目のうち 1)は「絞込み検索」として通常

検索エンジンを用いる場合にも行われていることで

り，この観点からは，単語出現頻度を用いたキーワ

ード抽出技術も有効と考えられる．しかしながら，

2)の用途を考慮すると単語出現頻度のみを用いるの

は適当でないケースが想定される．例えば検索語が

複数の分野にまたがって使用される場合に，単語頻

度だけを考慮したのでは一つの分野に関するキーワ

ードだけが選択され，関連する別の分野に関連する

語が選択されない場合が考えられる． 
こうした点を考慮し，検索結果一件（題名及び要

約）を一つの情報単位と考え，その中で単語がどの

ように共起しているかを考慮したクラスタリング手

法を採用することとした．重要語抽出アルゴリズム

KeyGraph[3]を参考として作成した手順を以下に示

す． 

1) 対象テキストから Stop Word を除く．この

Stop Wordは実際にGoromiを用いキーワード

の抽出を行った上で検索語となりにくいと

判断されたものを選定した． 

2) 各単語の出現頻度を調べ，上位３０個を取り

出す． 

3) 頻出語のペアで，共起（同一検索結果の中で

の出現）回数が多いものから順に１５本リン

クをはる．リンクを通じて結合された 2)で抽

出された語の集合をクラスタとして考える． 

4) 各クラスタから最大３個の単語を選択．設定

された個数のキーワードを抽出する． 

 

KeyGraph では上記 3)の処理の後に，複数クラス

タと共起関係が強い単語を赤ノードとして抽出して

いるが，本研究では，クラスタ形成が目的であるた

め，その処理は行っていない．上記アルゴリズムに

よって抽出されたキーワードと単語出現頻度のみを

用いてキーワードを抽出した場合の結果の比較を図

２に示す．この例では当初検索語として“Foster”を

指定している．単語の出現頻度のみを用いた場合に

は，“Child Foster Care”関係の単語が多く選択され

る．これに対し“Child Foster Care”関連の単語をク

ラスタリングし，その中での選択単語数を上位３語

に限った場合には，“Child Foster Care”以外の分野

-映画女優“Jodie Foster”の名前が上位１０語に含ま

れてくる． 

図 2. クラスタを考慮したキーワード選択 

4   使用例 

試作した Goromi を用いて情報を閲覧した際の操

作記録の例を表１に示す． 

表 1. 操作ログ例 

以下文中の番号は表１の No に対応する． 
1) ユーザーは“Foster”という単語を入力する． 
2) 抽出されたキーワードの中から”Jodie”を選ぶ

ことにより，“Jodie Foster”に関するページ

タイトルならびに写真を閲覧する． 
3) 抽出キーワードに“Chiristian”という単語が

あることに興味を惹かれ，選択する．表示さ

れた情報から Jodie Foster の本名が Alicia 
Christian Foster であることを知る． 

4) 他の女優についても閲覧できないか，と考え

抽出されたキーワードの中から“Actress”を

No 検索キーワード ユーザ操作

1 foster 入力
2 jodie foster キーワード選択
3 christian jodie foster ↑
4 actress ↑
5 kirstie actress ↑
6 star ↑

順位単語頻度による選択 クラスタを考慮した選択

1 parent national
2 care child
3 child adoption
4 get product
5 product survivor
6 family resource
7 survivor development
8 association group
9 resource jodie

10 group long

同一クラスターに
属する単語の中
から３語のみ選択
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選択する．その結果何人かの女優について掲

載しているサイト群を閲覧する．その中で昔

なじみの“Kirstie Alley”という女優の名前が

キーワードとして抽出されていることを知る． 
5) 何か情報があるかと思い“Kirstie”というキ

ーワードを選択すると，今年から“Fat Actress”
というシットコムに出演していることを知る． 

6) ここまで女優について閲覧していたが，抽出

されたキーワードを見ているうちに気が変わ

り，“Star”を起点に探索を始める．すると美

しい銀河のイメージが何枚か出てくる． 
この例に示されるとおり，Goromi を使用した場合

には通常のブラウザを使った場合よりも興味の移り

変わりが頻繁に起こることが観察された．ユーザー

が確たる検索要求を持っていない場合には，当初の

漠然とした意図とは異なるキーワードであっても，

それに興味を持つことにより探索のコンテキストが

変化するものと考えられる． 
このように，Goromi は既存のブラウザーがその本

来の意味するところ-ざっと眺める，拾い読みする-
と異なり Web ページの表示ツールとなっているの

に対し，文字通り Web 上の情報をブラウズすること

を可能としている． 

5   関連研究 

前述した Mermorium の他にもいくつか本研究に

関連した研究をあげることができる．奥村による

Carta[4]ならびに，松田による Seezle[5]は，ユーザー

がキーワードを指定しなくてもシステム側が関連キ

ーワードを提示する，という点で Goromi と共通す

る点があるが，特定の情報を得ることを目的として

操作する点，また最終的に検索結果として絞り込ま

れた Web ページを表示するという点が異なる．納富

らによる WebTiling[6]もページをいちいち開いて確

認するといった手順を省く，という観点が Goromi
と共通している．しかし Carta 同様最終的には Web
ページ上にある特定の情報を参照しようとしている

点が異なる．同様の試みとして検索結果に含まれる

ページの概要を把握するために、ページ全体のサム

ネイルと強調された単語表示を用いた Allison らに

よる研究がある．単語を強調表示して用いるという

点が Goromi と共通している．Fragmental Storm[8]は
Web ページを構成している要素を分解し直接表示

する，という点が Goromi と共通する．しかしなが

ら表示された要素間の意味的つながりを把握するこ

とが困難，という点で Goromi とは異なっている．  
またWebページをＴＶのように閲覧する試みとして

は，灘元による研究[9]が挙げられる．Web上にある

情報を受動的に視聴するという点では本研究と類似

しているが，提供する内容をWebページ中の文章と

しているが異なる． 

6    まとめ 

本報告においては，「何か面白い物を見たい」を

という漠然とした要求に対して半受動的に Web 上

の情報を閲覧できる Goromi を提案した．こうした

インタフェースは今後情報機器が家庭にはいり，日

常生活に取り込まれていく上で必須のものであると

考えられる．にもかかわらず現状の多くのデジタル

家電等のインタフェースは，明確な目的を持って操

作する PC 用に開発された GUI をそのまま適用して

いるように見受けられる． 
今後こうした半受動的なインタフェースの開発が

進み，普及することを期待したい． 
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